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IoT住宅を考える -現状と課題--

CPD ２単位

建築基準法の法改正・環境問題な
ど、建築を取り巻く環境はめまぐる
しく変化し、住関連ビジネスにおい
ても、⾼度な情報・知識・技術を駆
使できるプロが求められています。
そして⽣活者（消費者）はより快適
な環境の実現を求め、各産業への期
待がますます⼤きくなっています。
このような時代、材料設備を供給す
る企業産業と⽣活者に近く設計及
びスペックする建築⼠との勉強会
を開催することにより、横断的な情
報交流・研究の「場」となり、⾃⼰研
鑽だけでなく新たなモノが創造（ア
ウトプット）される環境となること
を⽬指しています。
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住宅内にIoT化された家電や住宅設備が急速に
普及し、これらが連携することで私たちの⽣
活が便利で快適になる時代になってきていま
す。また、国によるSOCIETY5.0やデジタル
⽥園都市国家構想などの政策により、今後も
デジタル化の動きはますます加速することが
予想されます。そこで、住宅におけるIoT化に
ついて今までの歩みを振り返り、現状と課題
について取り上げて今後の展望を考えます。

近年、IoT家電が普及し、住宅設備もIoTに対応した製品が出てきている中、IoT住宅が⾝近なものになりつつあります。
今回のBridgeでは、「IoT住宅を考える」と題し、国内におけるIoT住宅の取組みの現状と課題を知るとともに、実装され
ているハード（住宅設備）やソフト（制御アプリ等）の事例紹介を通じて、これからの住宅の可能性を考えていきたい。
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ホームネットワークに代表されるIoTに関する研究、標準化に従事する。

第１部 プレゼンテーション

IoT住宅をとりまく現状と課題、今後の展望

第２部 IoT住宅関連製品の紹介
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